
 

 

開講専攻 授 業 科 目 担 当 教 員 
必修 
選択 
の別 

単位数

看護学 

５セメスター 金・３ 
育児支援論 塩飽  仁  跡上 富美 選択 １ 

授業題目 子どもの成長・発達をささえる養育者の支援と指導 

授業科目の目的・概要及び到達目標等 
 

 発達心理学の知識をもとに，乳幼児期の子どもの成長・発達を促す援助について理解でき，養育者が

それぞれの役割を認識して行動できるよう支援・指導する方法について学びます。 

 また，現在国内で展開されている子育て支援事業の概要を理解し，今後専門職業人として期待される

子育て支援の方略について考える基盤を養います。 

授業計画 
 

第１回 日本の親子関係の特徴と脳科学，発達心理学からみた親子関係のあり方 

第２回 養育態度の世代間伝播と母親，父親の役割，およびその支援 
第３回 子どもの健全な成長・発達をうながすかかわり方 

第４回 日本における子育て支援の方略と各組織における展開 

第５回 子育て期にある母児の健康診査と助産師に期待される役割 

第６回 諸外国における子育て支援の現状と今後の望まれる支援内容について 

第７回 試験 

 

成績評価の方法及び基準 
 
 成績評価は，出席，筆記試験をもとに総合的に行う。 

 （出席点は１５％，筆記試験は８５％とする） 

 正当な理由がなく講義の４分の１以上欠席した場合は筆記試験の受験資格を認めない。 
 

 

教科書・参考書 
 
 特に指定しない。学習に必要な資料は適宜配布する。 

 

 


